
 

 

 

令和元年 11 月 20 日（火） 

東北「道の駅」連絡会駅長会議で NW の取組み紹介 編 

 

令和元年 11 月 19～20 日にかけて、能代市のプラザ都を

会場に令和元年度の『東北「道の駅」連絡会駅長会議』が開

催され、東北各地の「道の駅」駅長が多数出席し、情報交換

や意見交換が行われました。 

 

2日目の現地視察では、最初に道の駅「ふたつい」の安井

駅長より木材をふんだんに使用している施設紹介が行われ

た後、のしろ白神ネットワーク（以下、NW）の活動内容を紹

介するとともに、昨年度から実施している道の駅「ふたつい」

と連携した取組みを PR しました。 

 

今年の 3～4 月に実施したビューポイントパネル展や、壁

にバラバラに直貼りしていた情報を、新たに設けた掲示板に

道路・NW 関連イベント等に分け、用紙サイズを統一して掲

示したこと、チラシラックに掲示ルールを決めて道路・観光・

NW の情報毎に整理したことなどを紹介しました。 

また、参加者のみな様へ「各道の駅で日本風景街道と連

携している取組事例等があれば情報提供を頂きたい。お互

い情報交換を行いながら地域を盛り上げていきましょう！」と

呼びかけました。 

 

のしろ白神ネットワークと道の駅との連携は始まったばか

りですが、今後はビューポイント拡大マップの掲示やマルシ

ェの開催など、更なる取組みを検討しているところです。 

 

文： 成田 和広 

1 日目：東北「道の駅」駅長会議 

参加者へのしろ白神ＮＷと道の駅が連携した
取組を紹介 

道路情報コーナーに掲示板を設置 

2 日目：道の駅「ふたつい」視察 

能代山本 4 市町村のビューポイントパネ
ルを展示 

掲示ルールを決めて情報を整理し
たチラシラック 


